
Ⅰ．一般 事 項
７．機器外観図

２．電源装置
　１）電源装置形態 別置 １）ＰＢＸ外観図 ２）電源装置概観図
　２）入力電圧 三相２００Ｖ
　３）停電補償時間 約３時間
　４）出力電圧 ＤＣ－５３．５Ｖ
　５）蓄電池タイプ ３８ＡＨシール形鉛蓄電池

３．本配線盤
交換機局線及び内線の容量分を収容できるものとする。

４.ＰＨＳ接続装置 59台
①配線方式 ４Ｗ配線インターフェース
②通話チャネル 同時３通話
③無線インターフェース ＰＩＡＦＳ自営標準

Ⅱ．端末機器内訳
５.ＰＨＳ電話機 309台（既設流用）

①連続通話時間 約８．５時間
1 ひかり電話オフィスA　 ②連続待受時間 約６００時間
2 ③使用電池 リチウムイオン電池

④液晶表示 2.0インチ（240×320ドット）
⑤ナースコール連携

4
5
6 ６.IVR装置

１．デジタル交換機 ①音声で自動応答、お客様の選択番号により 希望の部門へ転送
②寸法（幅×奥行×高さ）：430×286×177 mm（ゴム足除く）

１）交換方式
（１）通話路方式 PCM時分割方式 ７.通話録音装置
（２）制御方式 蓄積プログラム制御方式
（３）ﾌﾟﾛｾｯｻｰ・冗長構成 ３２ビットマイクロプロセッサ ① 録音時間：最大約70,000時間（標準モノラル時）
（４）局線着信応答方式 ・中継台方式　　・分散方式 ②アナログ/BRI/PRI 混在収容可能

・PBXダイヤルイン方式　　・ダイレクトインライン方式 ③ 録音ch数：最大96ch
（５）主記憶装置 コンパクトフラッシュ ④寸法（幅×奥行×高さ）：429×500×177 mm（ゴム足含まず）高さ4U

⑤LAN再生ソフト
２）冗長構成 二重化構成 ⑥UPS装置設置

３）トラフィック容量
（１）標準発着信呼量 ６．０　ＨＣＳ／内線 ８．システム構成図（中継方式）

４）電気的特性
（１）電源電圧 DC－４３～ー５６V
（２）内線線路条件

①アナログループ抵抗
一般内線（電話機内部抵抗含む） ＤＰ：１２００Ω以下
②デジタル内線電話距離
ケーブル芯線（０．５Φ） １２００ｍ

(３)トランク線路条件
①局線（ﾄﾗﾝｸ内部抵抗含む） １７００Ω以下

５）環境条件
（１）運用時間 常時
（２）周囲温度 ０～４０℃
（３）相対湿度 ２０～８０％以下（ただし結露しないこと）
（４）空調設備 一般事務所並み

６）収容回線数

７）内線に対する機能
（１）内線相互接続 （２）可変短縮ダイヤル　 （３）話中転送 ９．特記事項
（４）ﾗｲﾝｸﾗｽ（内線ｸﾗｽ） （５）保留音送出 （６）コールーホールド
（７）固定短縮ダイヤル （８）着信音識別 （９）ハウラｰ音自動送出
(10）夜間自動切替 (11)ｺｰﾙﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ （12)三者通話 ①ＰＨＳのエリアは、全病棟とし、良好な通話が確保できること。
(13)発信接続規制 (14)可変不在転送 （15)ｺｰﾙｳｪｲﾃｨﾝｸﾞ
(16)ダイヤルイン

８）内線サービスクラス（参考）

○ ○ ○ ○ ○ ○
× ○ ○ ○ ○ ○
× × ○ ○ ○ ○
× × × ○ ○ ○
× × × × ○ ○
× × × × × ○

９）その他
（１）ＰＨＳアンテナ ＰＨＳアンテナは既設流用とする。
（２）ＰＨＳ電話機 ＰＨＳ電話機は既設流用とする。
（３）ＦＡＸ ＦＡＸは含まれておりません。
（４）保守コンソール

新規 IVR装置 新規 通話録音装置
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品　　　名
23ch

多機能電話機

全て既設流⽤（但し、設定に回収が必要です）

アナログ電話機 261台
2台

ＰＨＳアンテナ 59台
ＰＨＳ電話機 309台

中継台から変更用多機能電話機　※新規導入交換
（FAX回線含む）既設流用

8回線

容　量
16回線
23回線

実　装
5回線

23回線
59回線 64回線

16回線
309台

ｸﾗｽ6

回路種別
アナログ回線
ひかり電話オフィスA　

ｸﾗｽ1
ｸﾗｽ２
ｸﾗｽ3
ｸﾗｽ4
ｸﾗｽ5
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局
線
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線
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互

国
際
自
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市　外

ＰＨＳアンテナ

市
内

全
域

特
定
域

ｻｰﾋﾞｽ
ｸﾗｽ

外線

ＰＨＳ電話機
ナースコール接続

　交換機設備仕様

１．本仕様書は、電話交換機、電源装置、電話機等の設備機器の仕様、機能
　　について規定するものである。特記なき事項は、国土交通省大臣官房官庁
　　営繕部監修「電気設備工事共通仕様書（平成１９年度版）による。

２．日本電信電話株式会社の定める構内交換機の試験基準及び本体機能に
　　準拠するものとする。

３．本工事は、全て総務省の定める試験基準に基づき施工し、設置する機器
　　材料は検定規格品で日本工業規格に適合したものを使用する。

４．交換機、電源装置、本配線盤等の耐震固定は「建築設備耐震設計・施工
　　指針」によるものとし、設計用基準震度は、別途電気設備仕様書に示した
　　値を採用する。

備　　　　　　　考
ＰＲＩゲートウェイ受け

数　　量

非常用
５台分は停電用電話機対応品　※新規導入交換

アナログ回線 5回線
9台

備考

全て既設流⽤

ＰＨＳアンテナ 既設流用 PHS子機

多機能電話（停電用) 新規 多機能電話（中継台変更電話機）新規新規 多機能電話

既設流用 一般電話機 既設流用

MDFMDF

ICBB IDTL

ILC

ｱﾅﾛｸﾞ 多機能電話機

一般電話機

更新PBX

電源装置

IHUB

保守

端末

IBS PHS電話機

ILD ナースコール

IPRI光電話

通話録音装

NTPｻｰﾊﾞ

IVR装置

HUB

UPS


